回復期リハビリテーション病棟における空間的・時間的近接に基づくフィードバックの効果に関する研究 by 荒木 完途
回復期リハビリテーション病棟における空間的・時
間的近接に基づくフィードバックの効果に関する研
究
著者 荒木 完途
内容記述 この博士論文は内容の要約のみの公開（または一部
非公開）になっています
発行年 2018
学位授与大学 筑波大学 (University of Tsukuba)
学位授与年度 2017
報告番号 12102甲第8655号
URL http://hdl.handle.net/2241/00152244
 
回復期リハビリテーション病棟における空間的・時間的近
接に基づくフィードバックの効果に関する研究 
(要約版) 
 
平成 29 年度 
 
 
 
 
 
 
荒 木 完 途 
 
 
筑波大学大学院 
人間総合科学研究科 ヒューマン・ケア科学専攻 
 
 
【目的】 
 行動分析学に基づくアプローチによる、ヒューマンサービスに対する最も大きな貢献は、共
通の枠組み、分析方法、介入技法である。環境と個人の相互作用から、個人の心的概念や心的
過程ではなく、現実の変化をモニターし環境調整を行なうことで、障害や疾患の種類のみによ
らず、多種多様な貢献が行なえると考えられる。脳外科疾患や整形外科疾患のリハビリテーシ
ョンは、患者の日常生活動作の改善に不可欠あり、今後はリハビリテーションの質を高めるた
め、より効果的な方略が必要である。同様に、口腔疾患は全身疾患や QOL とも関係している
ことから、効果的なアプローチが必要である。先行研究によれば施設入所者や入院患者は要介
護者よりも自立者の方が口腔衛生状態が悪いとされ、起立困難の患者では噛み締めと立ち上が
りの関係が示されていることからも、患者の口腔状態を把握することは重要である。そこで本
論においてはリハビリテーション中の患者に獲得が必要とされる動作能力の獲得や口腔保健行
動について、その動作に直接介入するというよりは、その患者をとりまくミクロな環境を調整
することで、動作能力の獲得に適した環境設定を導入することに焦点を当てる。よって本論で
は、環境設定のより効果的な方略として、行動分析学の枠組みを用いた空間的時間的近接に基
づくフィードバックよるアプローチについて提案を行う。本論は 3 つの研究からなる。研究 1
は回復期リハビリテーション病棟入院患者において、空間的時間的近接に基づくフィードバッ
クの有効性を検証すること、研究 2-1 は回復期リハビリテーション中の患者の口腔乾燥症の状
況を確認すること、研究 2-2 は空間的時間的近接に基づくフィードバックをもちいた口腔保健
支援が回復期リハビリテーションにおいて効果を検証することであった。 
 
【対象と方法】 
研究 1 では、回復期リハビリテーション病棟に入院中の患者で、認知症が認められない 46 名
を対象とした。対象者を通常のリハビリテーションを実施する Control group(以下 C 群)25 名
とそれに加えて空間的時間的近接に基づくフィードバックをおこなう Intervention group (以
下 I 群) 21 名に無作為に分類した。日常生活動作を構成する各動作に対する進捗度合をグラフ
にしてリハビリテーション訓練直後に対象者にその場で即時にフィードバックをおこない、I
群と C 群の FIM 得点の変化を分析した。研究 2-1 では、回復期リハビリテーション病棟に入
院中で、セルフケア可能な 16 名の患者を対象にした。歯科衛生士（DH)が口腔内の客観的評価
を行い、口腔内乾燥の有無による測定指標の違いや唾液湿潤度と口腔内の指標との関連を検討
した。研究 2-2 では、回復期リハビリテーション病棟入院患者で口腔内乾燥症を認めた 10 名
を対象とし、DH がγ-PGA 配合マウススプレー配布をする Control group(以下 C 群)5 名と、
DH がγ-PGA 配合マウススプレーを配布するとともに、空間的時間的近接に基づくフィードバ
ックによる口腔保健支援を実施する Intervention group (以下 I 群) 5 名に無作為に分類し、両
群間で口腔内指標の変化について比較検討した。 
 
【結果】 
研究 1 では、 群の単純主効果は、すべての水準において有意な単純主効果が認められ、測定
時期が進むとそれまであった C 群と I 群の平均の差が少なくなっていった。研究 2-1 では、唾
液湿潤度検査による口腔乾燥症は 11 名(68.8％)に認め、自覚的口腔乾燥は 10 名(62.5%)であ
った。口腔内乾燥の有無で 2 群間に分類し比較したところ、口腔乾燥臨床診断基準、 自覚的
口腔乾燥、年齢、ROAG に統計的な有意が見られた。唾液湿潤度は、FIM や口腔内細菌数に正
の相関がみられ、歯・義歯(ROAG)、唾液(ROAG)との関係に負の相関がみられた。自覚的口腔
乾燥度については、口腔乾燥症に対する ROC 曲線下面積は 0.773 (95%CI 0.599 – 1）、カ
ットオフ値を 1 とすると、特異度 80%、感度 81.8％であった。研究 2-2 では、口腔乾燥症は
I 群 60％、C 群 20％に改善がみられた。口腔内細菌数について介入効果が認められた。その他
の口腔指標に関しては、従属変数が唾液湿潤度、ROAG、OHAT において、マウススプレーの
使用の前後で有意な主効果が認められた。 
 
【考察】 
研究 1 の結果から、空間的時間的近接に基づくフィードバックが回復期リハビリテーションに
おいて効果が示された。これまで障害科学や認知行動療法などの領域では、遂行状況のフィー
ドバックで、適切な行動を促進することができるとの報告があるが、研究 1 もそれらを支持す
るものであった。 
研究 2-1 の結果から、16 名の入院患者のうち、11 名(68.8％)に口腔乾燥症が認められた。自
覚的口腔乾燥については 10 名(62.5%)で、うち明らかに自覚している者は 6 名(37.5%)であっ
た。自覚的口腔乾燥及び ROAG は、ROC 曲線での分析の結果、予測可能であったことから、
口腔乾燥症の判断の一助として、問診で口腔乾燥の自覚を尋ねることや口腔の総合状態を評価
することは有用である。なお、歯や義歯に食物残渣が付着していたり、口腔内の乾燥状態の観
察によっても口腔内乾燥症の存在をある程度推察することが可能なことが示された。 
研究 2-2 から、口腔内細菌数が改善されことから DH が行うフィードバックが患者の口腔保健
行動を通じて口腔内の衛生状態を改善させ口腔内細菌数を減少させたと考えられる。口腔乾燥
度を示す唾液湿潤度については、γ-PGA 配合マウススプレーの効果で改善したことが示唆され
る。γ-PGA には非臨床試験や基礎領域において唾液分泌を促す可能性が示唆されているが、本
研究の結果もそれを支持するものであった。口腔状態の総合評価を示す ROAG、OHAT でもγ-
PGA 配合マウススプレーの影響である可能性が示唆される。RSST については、交互作用が見
られたことからフィードバックとγ-PGA 配合マウススプレーの複合的な効果が見られた。 
 
【結論】 
1. 回復期リハビリテーション病棟入院患者において空間的時間的近接に基づくフィードバック
の有効性を検証した。ADL に必要な動作を細分化してフィードバックした結果、効果が示され
た。 
2. 口腔疾患の一つでありながらセルフケア可能な入院患者においては軽視されやすい口腔乾燥
症について調査を行なった。結果、調査対象の 68.8%に口腔乾燥症が確認された。加えて口腔
乾燥症は自覚症状を伴いやすいことから自覚症状を問診することや、多職種間連携に使われる
口腔の総合的な指標である ROAG を用いることで簡易的なスクリーニングがおこなえる可能性
を示唆した。 
3. 口腔乾燥症を有している者に対して、定期的なフィードバックとγ-PGA 配合のマウススプ
レーを併用することで、効果的な対処ができることを示した。加えて一般的な病棟では計測が
難しい唾液量ではなく、口腔内細菌数や RSST を指標とした場合でも、口腔乾燥症の改善が見
られた。 
 
